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龍谷大学理工学部
藤原教授

　１１月１８日に開催された「環境計量士等研修会」に参加
しました。
　毎年開催される本研修会は、愛環協の活動の中でも非常
に重要な研修会であるというお話を河野代表理事が冒頭の
挨拶で仰られましたが、まったくそのとおりであると感じます。

　午前中は、愛知県環境部大気環境課調査・監視グルー
プ嶋田深志主任と、環境調査センター大気圏部梶田奈穂子
主任による「愛知県の大気環境」という演題での講義と、
㈱堀場製作所営業本部東京セールスオフィスＡｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ
Ｓａｌｅｓチーム江原誠一氏による「分光装置で使われている分
光器の原理」という演題での講義が行われました。

　嶋田主任には、代表的な大気汚染物質と愛知県の大気
汚染の現状についてわかりやすく説明していただきました。
梶田主任には、嶋田主任の話を引き継ぐかたちで、大気汚
染の中でも最も注目度の高いＰＭ２．５の愛知県の現状につ
いて発表していただきました。
　江原氏の講演は、分光器とはどんなものかという話から、
構成、性能についてと技術的に深掘りした内容でした。分
解能と明るさ、迷光の諸量間の関係により性能が決まるとい
う内容は大変興味深かったです。

　午後は、龍谷大学理工
学部物質化学科藤原学教
授による「環境・考古など
分析困難な試料を対象とし
たＸ線分析」とサーモフィッ
シャーサイエンティフィック㈱
イオンクロマトグラフィー事業
部イオンクロマトグラフィアプ
リケーション藤澤吉美子氏に
よる「イオンクロマトグラフィー
の分離と検出」についての
講演が行われました。
　藤原教授は、考古学を化

学的な見地から研究されており、本講演は環境計量から見
ても参考になることが多く、また普段から教授というお立場で
教壇にたっておられることから内容も非常にわかりやすく勉強
になりました。
　藤澤氏には、１９７５年にイオンクロマトグラフィが登場して
から今日までのイオンクロマトグラフィの発展の歴史を図を用
いて視覚的にもわかりやすい説明をしていただきました。
　全体を通して非常に有意義な時間となり、来年もまた是非
参加したいと思いました。

名城大学農学部
大浦教授

　１１月２２日に開催された、特別企画セミナーにおいてＪＩＳ
規格改正伝達講習会、水銀専用原子吸光装置の現状、
名城大学農学部大浦健教授による「新奇難分解性有機

汚染物質の環境影響評価」についての講演が行われまし
た。
　今回は、特にＪＩＳ規格改正を中心にご報告させていただ
きます。
　平成２８年３月に行われたＪＩＳ Ｋ０１０２の改正は①環境
負荷の低減、②コストの削減、③健康影響への低減、④国
際規格との整合性・新規技術の導入がポイントとなってい
ます。

　対象となる主な項目は、２０１３年に改正に至らなかった
ＣＯＤＣｒ測定法、溶存酸素の測定法、全水銀の測定法です。
　ＣＯＤＣｒ測定法には小スケール分析法として「20.2 蓋付き
試験管を用いた吸光光度計法によるＣＯＤＣｒ測定法」が追
加されました。この方法は滴定法と比較し試料、硫酸水銀
の量を1/10、二クロム酸カリウムの量を1/20 に低減できま
す。また、測定範囲が広くトライ＆エラーを少なくできることも
大きな長所となります。
　溶存酸素には、光学式センサー法が採用されました。光
学式センサー法は保守性や応答性に優れ、隔膜式と異なり
流速が指示値に与える影響が少ない方法です。また、飽和
溶存酸素の表はＩＳＯ１７２８９（２０１４）との整合性を図るた
めＩＳＯの表を使用することになりました。従来の表との間には
最大３％の差があるため換算時に注意が必要です。
　全水銀では、少ない試料で精度よく水銀を測定できる水

銀専用原子吸光装置や、
加熱気化－金アマルガム捕
集操作を自動化した水銀専
用原子吸光装置の普及に
あわせ「66.1.1 還元気化
原子吸光法」への高感度
水銀専用原子吸光装置を
用いた場合の定量法追加と
「66.1.3 加熱気化－金アマ
ルガム捕集原子吸光法」
の追加が行われました。こ
れらは、従来の方法より試
料量が少なく、それに伴い
水銀を含む廃液を大幅に低

減できます。また、有害なクロロホルムによる溶媒抽出操
作が不要になります。
　このように今回の改正は、環境負荷の低減や健康影響
の低減等、分析者や環境にやさしい内容となっております。
　分析に携わる者として、試料量を少なくすることにより生

**********************************************

**********************************************
特別企画セミナー　受講報告

株式会社ユニケミー　池田　寛

じるリスク（試料の均質性など）に注意を払いながら正確
なデータの提供に心がけることが大切だと思います。
　最後に、大浦教授の講演では、未規制・未同定汚染
物質の環境リスク因子としての危険性を探り出すため地道
な研究を行い、安全・安心な社会の構築に貢献されてい
ることを知りました。
　私たちが分析している項目がこのような研究を基に規制
対象となることを知り、地道な研究との繋がりを感じること
ができました。
　今回のセミナーは、普段実施している分析業務を違う視
点からみる良い機会となり、有意義な時間となりました。
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環境・時の話題

「オートファジーについて」

開会式 分析機器・
カタログ展示

特別講演

　１１月２２日に開催された、特別企画セミナーにおいてＪＩＳ
規格改正伝達講習会、水銀専用原子吸光装置の現状、
名城大学農学部大浦健教授による「新奇難分解性有機

汚染物質の環境影響評価」についての講演が行われまし
た。
　今回は、特にＪＩＳ規格改正を中心にご報告させていただ
きます。
　平成２８年３月に行われたＪＩＳ Ｋ０１０２の改正は①環境
負荷の低減、②コストの削減、③健康影響への低減、④国
際規格との整合性・新規技術の導入がポイントとなってい
ます。

　対象となる主な項目は、２０１３年に改正に至らなかった
ＣＯＤＣｒ測定法、溶存酸素の測定法、全水銀の測定法です。
　ＣＯＤＣｒ測定法には小スケール分析法として「20.2 蓋付き
試験管を用いた吸光光度計法によるＣＯＤＣｒ測定法」が追
加されました。この方法は滴定法と比較し試料、硫酸水銀
の量を1/10、二クロム酸カリウムの量を1/20 に低減できま
す。また、測定範囲が広くトライ＆エラーを少なくできることも
大きな長所となります。
　溶存酸素には、光学式センサー法が採用されました。光
学式センサー法は保守性や応答性に優れ、隔膜式と異なり
流速が指示値に与える影響が少ない方法です。また、飽和
溶存酸素の表はＩＳＯ１７２８９（２０１４）との整合性を図るた
めＩＳＯの表を使用することになりました。従来の表との間には
最大３％の差があるため換算時に注意が必要です。
　全水銀では、少ない試料で精度よく水銀を測定できる水

銀専用原子吸光装置や、
加熱気化－金アマルガム捕
集操作を自動化した水銀専
用原子吸光装置の普及に
あわせ「66.1.1 還元気化
原子吸光法」への高感度
水銀専用原子吸光装置を
用いた場合の定量法追加と
「66.1.3 加熱気化－金アマ
ルガム捕集原子吸光法」
の追加が行われました。こ
れらは、従来の方法より試
料量が少なく、それに伴い
水銀を含む廃液を大幅に低

減できます。また、有害なクロロホルムによる溶媒抽出操
作が不要になります。
　このように今回の改正は、環境負荷の低減や健康影響
の低減等、分析者や環境にやさしい内容となっております。
　分析に携わる者として、試料量を少なくすることにより生
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「日環協・環境セミナー　全国大会in岐阜」開催報告
全国大会実行委員長（愛環協　代表理事）　河野　達郎

じるリスク（試料の均質性など）に注意を払いながら正確
なデータの提供に心がけることが大切だと思います。
　最後に、大浦教授の講演では、未規制・未同定汚染
物質の環境リスク因子としての危険性を探り出すため地道
な研究を行い、安全・安心な社会の構築に貢献されてい
ることを知りました。
　私たちが分析している項目がこのような研究を基に規制
対象となることを知り、地道な研究との繋がりを感じること
ができました。
　今回のセミナーは、普段実施している分析業務を違う視
点からみる良い機会となり、有意義な時間となりました。

　平成２８年度第２４回日環協・環境セミナー全国大会 in 岐
阜 by 長良川を、平成２８年１０月６日、７日の２日間、長良川
国際会議場にて開催しました。

　岐阜県、岐阜市の後援と、３８社の企業から機器展示・
カタログ展示の協力をいただき、延べ３６２名の参加の下、
開催することが出来ました。多くの皆様のご賛同とご協力に
対し、心より感謝します。
　開会式後の特別講演では、環境省の渡辺課長から、国
の環境基準の見直しや分析法の見直し等動向についてご講
演いただき、その後、名古屋大学の杉山範子准教授より、
気候変動（地球温暖化）問題と現在、日本各地で取り組み
の始まっている「首長誓約」について、最後に、環境とビジ
ネスをテーマに資源・エネルギー対策、使い捨て社会の改善、
里山、里地の乱開発対策、森林や生物多様性の保全につ
いての取り組みやその評価手法について岐阜薬科大学稲垣
学長よりご講演をいただきました。　

　技術発表は、４会場に分かれて、計２８題の技術発表を
行いました。各会場とも多くの聴講者で満席に近い状況でし

た。技術発表を行った若い実務者の方にとっては本当に良
い経験になったのではないでしょうか。
　技術発表に引き続いて行われたランチョンセミナーは、ビー
エルテック㈱、アジレント・テクノロジー㈱、㈱パーキンエルマー
ジャパン、㈱宇部情報システム（協力：㈱東海テクノ）の４
社の協力をいただき開催しました。
　公式行事の最後として、田中会長による緊急トークセッショ
ンが開催されました。「自己責任における精度管理の在り方」
～グローバル化対応、技能試験の活用、海外におけるデー
タの取り扱い等～をテーマに、田中会長が座長となり進行し
ました。「中国における分析事情」についての紹介もありまし
た。
　今大会で初めての試みとして、初日の懇親会の後、中堅・
若手実務者交流会を開催しました。参加者は４７名、その
内女性が１２名、年齢では２０代～４０代がほとんどでした。
交流会の冒頭、この交流会企画の発案者である日環協監事・
前中部支部長の濱地光男氏から挨拶をいただき、その後、
参加者は円卓に分かれ、トークセッションを行いました。大変
盛り上がった交流会でしたが、今後も何らかの形で継続して
くれることを期待しています。

１．はじめに　　　
　昨年１０月に発表されたノーベル生理学・医学賞は、
「オートファジーのメカニズムの発見」の業績で大隅良典・
東京工業大学栄誉教授の単独受賞となりました。大隅
教授の一連の研究は、岡崎市の岡崎国立共同研究機
構の基礎生物学研究所（現在の自然科学研究機構）
に教授として在籍されていたときに、大きく進展し飛躍し
たそうです。こんなに近くでノーベル賞を受賞する研究
がされていたとは、とても驚きです。今回は、オートファジー
について考えてみたいと思います。

２．オートファジーとは？
　人はタンパク質を毎日７０～８０g 食べ、これをアミノ酸に
分解しています。一方、そのアミノ酸から、毎日約２００
～３００gのタンパク質が作られ、筋肉、皮膚、毛髪、内臓、
血液の成分、ホルモン、消化酵素などになり、生命活動
を担っています。食べた分のアミノ酸だけでは足りないわ

けですが、その不足した分のアミノ酸はどこからくるのか
というと、人の体内にあったタンパク質が分解され、再利
用されています。
　また、例えば、海で遭難して１週間何も食べず水だけ
で生きていたということがあります。その間は、タンパク
質の合成を止めていたわけではなく、体内のタンパク質
を分解しながら再利用しているのです。つまり、タンパク
質を食べて分解するだけでなく、細胞の中でタンパク質
を作っては壊し、作っては壊して生命が維持されます。
この分解する現象が、生命を支える一つの大事な働きで、
「オートファジー」と呼ばれます。
３.オートファジーの仕組み
　オートファジーは、ギリシャ語の「オート（自分）」と「ファ
ジー（食べる）」を組み合わせた造語（自食作用）です。
動物の細胞の中には、中心にある核の他に、タンパク質
を作る工場であるリボソーム、呼吸によりエネルギーを作
り出すミトコンドリア、脂質や糖質を作り出す小胞体やゴ
ルジ体（核もまとめて、これらの構造物を細胞小器官と
いいます）などがあり、これらの細胞小器官は、ドロドロ
としたゼリー状の細胞質に浮遊しています。細胞質中に
は、役目を終えて傷ついた細胞小器官やタンパク質、侵
入してきた細菌やウイルスなども存在しています。
　細胞が、外部から栄養不足などの信号を受けると、
細胞質の中にタンパク質と脂質からなる膜ができます。こ
の膜が伸張しながら、傷つき不要になったタンパク質や
細胞小器官などを覆い始め、まもなく膜が球状に拡大し、
それらの不要な分解対象物を完全に包囲した球体（オー
トファゴソームと呼ばれます）になります。
　一方、動物の細胞内にはリソソーム（植物や酵母など
の場合は、液胞と呼ばれる）という小器官が存在します。
リソソームは、細胞内の廃棄工場のようなもので、内部
にタンパク質などを分解する強力な消化酵素群をもってい
ます。先ほどのオートファゴソームがこのリソソームの内
部に入り込み、分解酵素がオートファゴソームの膜を消
化し内部に入り、オートファゴソームに取り込まれていた
分解対象物をアミノ酸に分解します。こうしてできたアミノ
酸は、細胞質に戻され、再利用されます。つまり、不要
になったタンパク質などをリサイクルすることで、食べ物か
らだけでは足りない不足分を補う仕組みがオートファジー
です。

４．大隅博士によるオートファジーの解明
　実はリソソームで自分のタンパク質を分解する現象は、
１９６０年代にはベルギーの研究者によって発見されてお
り、オートファジーと命名されました。しかし、当時はタン
パク質に関する知識は未熟で、短時間で分解する現象
を詳細に観察する分析手法もありませんでした。オートファ
ジー現象を否定する論文も出たりして、あまり注目されて
いませんでした。
　１９８０年代半ば、東京大学の助教授だった大隅博士
は、光学顕微鏡観察によって酵母の中のタンパク質分解
機構を探る研究をしていました。酵母は普通の細胞に比

べ大きく、構造も単純です。その当時はまだ、酵母中の
液胞（植物細胞や酵母では液胞、動物細胞ではリソソー
ムと呼ぶ）は、どんな役目があるか不明で、細胞のなか
のいらないものをため込む、単なるゴミ袋と思われていま
した。
　大隅博士は、液胞の中でタンパク質が分解されるので
はないかと考えました。はじめは何も見えませんでしたが、
あるときひらめきました。酵母は栄養がなくなると、胞子を
作って休眠します。飢餓状態になると、エネルギーを作
るために液胞の中で分解が活発なって、その様子が観
察できるのではないかと考えました。そして予想通り、
１９８８年、飢餓状態にした酵母の液胞の中で、激しく動
き回る小さな球状の小胞を見つけました。博士はこの時、
「とても感動して、何時間も見続けた」そうです。
　その後、反応の詳細な過程を観察し、１９６０年代に
発見されたオートファジーが再現の難しい現象ではなく、
酵母細胞で確実に起こせる生物の反応であることを、
１９９２年に世界ではじめて示しました。さらに１９９３年に
は、オートファジーに欠かせないほとんどの遺伝子１４個
をつきとめました。

５．岡崎国立共同研究機構での研究
　大隅博士は１９９６年から１３年間、岡崎市の岡崎国立
共同研究機構（現・自然科学研究機構）に在籍しました。
哺乳類の細胞を研究していた吉森氏（現・大阪大教授）
や、内科医だった水島氏（現・東京大教授）が研究
室に加わり、オートファジー研究が一気に開花しました。
人間を含む哺乳類などの動物細胞、植物細胞にも、酵
母とほぼ同じ仕組みがあることがわかりました。
　当時、３人全員が研究所のすぐ近くに住んでいて、い
つも飲みながらわいわいと議論していたそうです。こうし
た出会いや環境がとても大事で、研究の幅が広がるとい
う意味で大きかったと、ノーベル賞受賞決定直後の会見
で大隅博士はおっしゃっています。

６．オートファジー研究の進展
　大隅博士の発見がオートファジー研究に大きなブレーク
スルーをもたらし、関心をもつ研究者も増え、オートファジー
機能ががんや老化にともなう病気、感染症に関連してい
ることが分かってきました。パーキンソン病などの神経疾
患の一部では、オートファジーが上手く働かず、異常な
タンパク質が脳に蓄積することが関係しています。オート
ファジーが脂肪肝、がん、白内障などに関係すること、
細胞に侵入した病原菌をオートファジー機構により取り除
くことなども報告されており、オートファジーを利用した新
しい医薬品の研究も進んでいます。

７．参考文献
・「日経サイエンス ２０１６年１２月号」日経サイエンス社
・日本経済新聞 ２０１６年１０月９日版
・読売新聞 ２０１６年１０月９日版
・「世界は分けてもわからない」講談社（福岡伸一著）

（文責　大場恵史）
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１．はじめに　　　
　昨年１０月に発表されたノーベル生理学・医学賞は、
「オートファジーのメカニズムの発見」の業績で大隅良典・
東京工業大学栄誉教授の単独受賞となりました。大隅
教授の一連の研究は、岡崎市の岡崎国立共同研究機
構の基礎生物学研究所（現在の自然科学研究機構）
に教授として在籍されていたときに、大きく進展し飛躍し
たそうです。こんなに近くでノーベル賞を受賞する研究
がされていたとは、とても驚きです。今回は、オートファジー
について考えてみたいと思います。

２．オートファジーとは？
　人はタンパク質を毎日７０～８０g 食べ、これをアミノ酸に
分解しています。一方、そのアミノ酸から、毎日約２００
～３００gのタンパク質が作られ、筋肉、皮膚、毛髪、内臓、
血液の成分、ホルモン、消化酵素などになり、生命活動
を担っています。食べた分のアミノ酸だけでは足りないわ

けですが、その不足した分のアミノ酸はどこからくるのか
というと、人の体内にあったタンパク質が分解され、再利
用されています。
　また、例えば、海で遭難して１週間何も食べず水だけ
で生きていたということがあります。その間は、タンパク
質の合成を止めていたわけではなく、体内のタンパク質
を分解しながら再利用しているのです。つまり、タンパク
質を食べて分解するだけでなく、細胞の中でタンパク質
を作っては壊し、作っては壊して生命が維持されます。
この分解する現象が、生命を支える一つの大事な働きで、
「オートファジー」と呼ばれます。
３.オートファジーの仕組み
　オートファジーは、ギリシャ語の「オート（自分）」と「ファ
ジー（食べる）」を組み合わせた造語（自食作用）です。
動物の細胞の中には、中心にある核の他に、タンパク質
を作る工場であるリボソーム、呼吸によりエネルギーを作
り出すミトコンドリア、脂質や糖質を作り出す小胞体やゴ
ルジ体（核もまとめて、これらの構造物を細胞小器官と
いいます）などがあり、これらの細胞小器官は、ドロドロ
としたゼリー状の細胞質に浮遊しています。細胞質中に
は、役目を終えて傷ついた細胞小器官やタンパク質、侵
入してきた細菌やウイルスなども存在しています。
　細胞が、外部から栄養不足などの信号を受けると、
細胞質の中にタンパク質と脂質からなる膜ができます。こ
の膜が伸張しながら、傷つき不要になったタンパク質や
細胞小器官などを覆い始め、まもなく膜が球状に拡大し、
それらの不要な分解対象物を完全に包囲した球体（オー
トファゴソームと呼ばれます）になります。
　一方、動物の細胞内にはリソソーム（植物や酵母など
の場合は、液胞と呼ばれる）という小器官が存在します。
リソソームは、細胞内の廃棄工場のようなもので、内部
にタンパク質などを分解する強力な消化酵素群をもってい
ます。先ほどのオートファゴソームがこのリソソームの内
部に入り込み、分解酵素がオートファゴソームの膜を消
化し内部に入り、オートファゴソームに取り込まれていた
分解対象物をアミノ酸に分解します。こうしてできたアミノ
酸は、細胞質に戻され、再利用されます。つまり、不要
になったタンパク質などをリサイクルすることで、食べ物か
らだけでは足りない不足分を補う仕組みがオートファジー
です。

４．大隅博士によるオートファジーの解明
　実はリソソームで自分のタンパク質を分解する現象は、
１９６０年代にはベルギーの研究者によって発見されてお
り、オートファジーと命名されました。しかし、当時はタン
パク質に関する知識は未熟で、短時間で分解する現象
を詳細に観察する分析手法もありませんでした。オートファ
ジー現象を否定する論文も出たりして、あまり注目されて
いませんでした。
　１９８０年代半ば、東京大学の助教授だった大隅博士
は、光学顕微鏡観察によって酵母の中のタンパク質分解
機構を探る研究をしていました。酵母は普通の細胞に比

べ大きく、構造も単純です。その当時はまだ、酵母中の
液胞（植物細胞や酵母では液胞、動物細胞ではリソソー
ムと呼ぶ）は、どんな役目があるか不明で、細胞のなか
のいらないものをため込む、単なるゴミ袋と思われていま
した。
　大隅博士は、液胞の中でタンパク質が分解されるので
はないかと考えました。はじめは何も見えませんでしたが、
あるときひらめきました。酵母は栄養がなくなると、胞子を
作って休眠します。飢餓状態になると、エネルギーを作
るために液胞の中で分解が活発なって、その様子が観
察できるのではないかと考えました。そして予想通り、
１９８８年、飢餓状態にした酵母の液胞の中で、激しく動
き回る小さな球状の小胞を見つけました。博士はこの時、
「とても感動して、何時間も見続けた」そうです。
　その後、反応の詳細な過程を観察し、１９６０年代に
発見されたオートファジーが再現の難しい現象ではなく、
酵母細胞で確実に起こせる生物の反応であることを、
１９９２年に世界ではじめて示しました。さらに１９９３年に
は、オートファジーに欠かせないほとんどの遺伝子１４個
をつきとめました。

５．岡崎国立共同研究機構での研究
　大隅博士は１９９６年から１３年間、岡崎市の岡崎国立
共同研究機構（現・自然科学研究機構）に在籍しました。
哺乳類の細胞を研究していた吉森氏（現・大阪大教授）
や、内科医だった水島氏（現・東京大教授）が研究
室に加わり、オートファジー研究が一気に開花しました。
人間を含む哺乳類などの動物細胞、植物細胞にも、酵
母とほぼ同じ仕組みがあることがわかりました。
　当時、３人全員が研究所のすぐ近くに住んでいて、い
つも飲みながらわいわいと議論していたそうです。こうし
た出会いや環境がとても大事で、研究の幅が広がるとい
う意味で大きかったと、ノーベル賞受賞決定直後の会見
で大隅博士はおっしゃっています。

６．オートファジー研究の進展
　大隅博士の発見がオートファジー研究に大きなブレーク
スルーをもたらし、関心をもつ研究者も増え、オートファジー
機能ががんや老化にともなう病気、感染症に関連してい
ることが分かってきました。パーキンソン病などの神経疾
患の一部では、オートファジーが上手く働かず、異常な
タンパク質が脳に蓄積することが関係しています。オート
ファジーが脂肪肝、がん、白内障などに関係すること、
細胞に侵入した病原菌をオートファジー機構により取り除
くことなども報告されており、オートファジーを利用した新
しい医薬品の研究も進んでいます。

７．参考文献
・「日経サイエンス ２０１６年１２月号」日経サイエンス社
・日本経済新聞 ２０１６年１０月９日版
・読売新聞 ２０１６年１０月９日版
・「世界は分けてもわからない」講談社（福岡伸一著）

（文責　大場恵史）
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事務局からのお知らせ

「一般社団法人  日本環境測定分析協会」
　　　　　　　　　　　　
17．一般社団法人
　　日本環境測定分析協会

　私が日環協と密接な関係を
持つようになったのは、愛環
協の会長を務められた藤原氏
の推薦からである。平成７年
に藤原氏が日環協で教育企画
委員会を立ち上げた事から私

に「是非、委員として加わってほしい」との要請があり委
員を引き受けた事が始まりである。
　それまでにも私の存在は日環協では知られていたらしい。
しかしながら当時私の事を協会幹部の方々、事務局も誤解
した印象をもっておられたようである。何故なら遠方から
色々と意見を申し上げていたことからどうも「アンチ日環
協」では、と避けられていたようである。後で感じた事で
あるが物申す時は必ず相手と対面で話をすることがいかに
大切かを知ったのである。声だけしか聞こえていないと、
こちらの真意が正しく伝わらないのである。
　委員となり日環協事務局に顏を出すようになってからは、
私を一番避けていた当時の専務理事故世良昇氏とは１年間
のお付き合いではあったが直ぐに親しくなり、専務理事を
退任された後にもわざわざ東京から当社に訪ねて来られる
こともあった。
　平成９年に入り専務理事には故久代勝氏が就任された。
当時会長は元グリーンブルー（株）の谷學氏である。久代氏
は少々変わり者であったが、民間での社長経験も豊富な方
で人を見抜く力もあった。性格は私と若干似た所を持ってお
られ、事業の推進はじっくり検討し、完成させてから進めるの
ではなく、走りながら問題点を改善し、進めていこうという考
えであった。このような事から共にとても気が合い、この時期
は特に楽しく協会活動をさせて頂いたのである。

（次号に続く）

　現在、愛環協では「第３回愛環協写真コンテスト」を開催し
ています。皆様からの作品のご応募をお待ちしております。心
に秘めたあなたの秘蔵写真を世に送り出しましょう。
　テーマ、応募資格、応募方法等、詳細な事項は愛環協の
ＨＰにてご確認ください。

　愛環協では、今年度も環境に関する喚起標語の募
集を行います。技術者モラルの向上や信頼性確保は、
会員の重要な責務です。愛環協のさらなる発展と成
長を目指し、環境計量において大切な標語を作品にし
て頂きたく思います。

「法令順守・精度管理」
標準物質の管理、人材育成、装置・設備の管
理などより信頼性の高い環境計量を喚起するよう
な環境標語をお待ちしております。

「私の履歴書」
　━愛環協、日環協の協会活動を振り返って━

（連載：第7回）

愛知県環境測定分析協会
顧問　濱地　光男

「愛環協写真コンテスト」
開催のお知らせ

「環境標語」募集のお知らせ

【作品テーマ】

標語は、応募申込書に記載の上、郵送、ＦＡＸ、
Ｅメールのいずれかでご応募下さい。

【応募方法】

平成２９年１月２７日（金）
＊期限日必着
多数の応募をお待ちしております。

【応募締切】

（一社）愛知県環境測定分析協会正会員事業
所の社員（役員の方はご遠慮下さい）

【応募資格】

編 集 後 記（菊谷　彰）
　河野代表理事及び大村愛知県知事の新年の挨拶を頂戴
し、心新たに愛環協の新しい船出です。今後も会員の皆様
に愛され親しまれる会報誌の発行を目指していきます。
皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

○大気臭気ＷＧ勉強会
　平成29年1月20日(金) 日本特殊陶業市民会館
○ＳＯＰ研修会
　平成29年1月25日(水) 日本特殊陶業市民会館


